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1.新潟県における砂防事業の経緯 

 新潟県は、県境付近に 1,500ｍから 3,000ｍ級の山が連なり、これらの山々を水源とする信濃川や阿

賀野川、関川などの河川の下流には広大な平野が形成されています。平野を取り囲む山地は、地形も急

峻で谷も深く、脆弱な地質も相まって、土砂の流出も活発な渓流が多くあります。また、県の中部から

南部にかけての上越・下越地方は、日本でも有数の地すべり地帯となっており、昔から土砂災害に悩ま

されてきました。 
 新潟県において砂防法に基づく砂防工事が行われたのは、大正 10 年（1921 年）であり、隣接する長

野県や富山県に比べると比較的遅い時期にはじまりました。これには新潟県特有の理由がありました。

新潟県では明治時代から水害・土砂災害が多発していましたが、信濃川や阿賀野川などの大きな河川の

災害対策（例：大河津分水など）を優先せざるを得ず、砂防の調査や予算の確保に手が回らず、砂防事

業に着手することができなかったことが新潟県議会の記録（新潟県議会史）に残っています。 
 新潟県では、大正 10 年に関川水系の万内川・日影沢（現在の妙高市）で新潟県初の砂防事業がはじ

まり、複数の石積堰堤や床固工が建設されます。昭和 2 年（1927 年）に信濃川（魚野川）水系の鎌倉

沢川（現在の南魚沼市）で砂防事業に着手し、主に地すべり対策のための石積堰堤や床固工、流路工が

建設されました。その後、県内各地で砂防工事が行われるようになり、1921 年から 1939 年（昭和 14
年）までに 1,450 基の砂防施設がつくられています 1)。 
 

2.万内川・日影沢（新潟県妙高市） 

万内川・日影沢は関川水系矢代川の一支川であり、

新潟県妙高市西野谷地区を流れる渓流です。明治 35
年（1902 年）5 月 17 日、西野谷地区の西に位置する

粟立山（標高 1,194m）東側斜面において、大規模な

地すべりが発生し、大量の雪塊を含んだ土砂が万内川

を堰き止めました。この天然ダムは 2 日後の 19 日午

前 8 時に突然大音響とともに決壊し、その後も 4 回に

わたり河道閉塞と決壊を繰り返し、下流の西野谷地区

を襲いました。地域ではこの崩壊を「山のげ」と呼ん

でいる。崩壊とそれに伴う土砂流出により、下流の西

野谷地区では、住宅 30 戸が全壊流出し耕地が土砂に

埋まり、山菜取りにきていた別の集落の女性が 1 名亡

くなるという大きな被害を受けました。 
大きな被害を受けた西野谷地区では、村長の丸山善

助氏を中心に一丸となって復興に取り組み、明治 30
年（1897 年）に成立したばかりであった砂防法に基

づく砂防事業の実施に期待をかけました。度重なる陳

情を受けて、新潟県議会では大崩壊の発生の翌年であ

る明治 36 年(1903 年)の県議会において、「土木費中

砂防費継続年期及支出方法（第 3 号議案）」として審

議が行われましたが、議会における激しい議論、度重

なる審議延長の末、県財政の悪化や砂防調査が不十分

であるとの指摘があり、結局否決され、明治 37 年度

からの事業の実施は実現しませんでした。その後も、

度重なる水害による被害、大河津分水の建設、日露戦

争による国庫補助の停止などの財政難により、砂防事

業をはじめることができませんでしたが、大正 8 年

（1919 年）に県議会において、万内川を含む信濃川・

阿賀野川・関川流域の砂防工事を大正 10 年（1921 

 

図-1 西野谷地区を襲った『山のげ』 

（明治 35年撮影、現存する唯一の写真） 

図-2 万内川一号砂防堰堤の竣工写真 

（大正 13年頃） 
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年）度から国庫補助を得て、工費 10 万円をもって行うとする議案について検討が行われ可決されまし

た。大崩壊の発生から 24 年の歳月を経て、ようやく基幹となる万内川一号砂防堰堤が着工しました 2)。 
万内川において新潟県初の砂防事業が始まった大正時代は、砂防における画期的な技術革新と言われ

るコンクリートの導入がありました。大正 5 年（1916 年）に芦安堰堤においてはじめて用いられたコ

ンクリートは、万内川の一号及び二号堰堤の施工で、粗石コンクリートとして導入されています。一方、

万内川の支川である日影沢は、主として空石積による床固工が設置されました。当時、セメントは大変

高価な材料であったため、地形条件及び経済性を考慮し、基幹となる最下流の万内川一号及び二号堰堤

はコンクリート構造、万内川の他の堰堤や日影沢の床固工群については空石積構造としたとみられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
万内川砂防堰堤の施工にあたっては、内務省土木局より池田圓男

技師が視察に訪れ 3 日間に渡り技術指導を行っていたことが、地元

の新聞社である高田日報の記事として残っています。池田は欧州へ

の視察経験があり、「フランス式階段工」で有名な牛伏川砂防工事

（長野県）や甚之助谷砂防工事（石川県）を設計・監督した人物で

す。また、万内川・日影沢の調査の中で、池田が欧州へ視察した際

の報告書（「独佛ニ於ケル砂防併ニ山地河川ノ改修」）が見つかりま

した。このことから、万内川・日影沢砂防施設の計画・施工には、

池田の指導の元、当時日本における最新の砂防技術を導入するとと

もに、合わせて欧州（特にフランス・ドイツ）にルーツをもつ「階

段工」が導入されたと考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3 万内川の石積砂防堰堤群 

図-4 日影沢の石積砂防堰堤群 

 
図-5 池田技師の視察を伝える新聞記事 

高田日報（大正 10 年） 

図-6 池田圓男技師による欧州視察記録『獨沸ニ於ケル砂防併ニ山地河川ノ改修』 
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3.鎌倉沢川（新潟県南魚沼市） 

 鎌倉沢川は、信濃川水系の魚野川の一支川であり、新潟県南魚沼市思川・吉里地内（旧塩沢町）を流

れる流路延長約 4km の河川です。流域内には地すべり地形が数多く存在します。古くから降雨のたび

に渓岸侵食、崩壊、山腹の地すべりによる土砂生産により、大量の土砂を流出し、下流では河床が両岸

の耕作地より高い「天井川」を呈していたという記録が残っていて、鎌倉沢川の下流域では毎年のよう

に水害が発生していました。新潟県は、大正 9 年（1920 年）より河状整理および新川掘削による河川

改修工事を実施し、六日町市街地を流れていた鎌倉沢川は、市街地を迂回して魚野川と合流するように

なります。しかし、抜本的な土砂流出対策を求めて、河川改修工事が完了した大正 13 年（1924 年）に、

改めて南雲清太郎氏他2名より「鎌倉沢川上流砂防工事速成に関する意見書」が新潟県議会へ提出され、

同日可決、翌年大正 14 年（1925 年）8 月より測量に着手し、いよいよ砂防工事が始まることになりま

した。新潟県は、昭和 2 年（1927 年）7 月に鎌倉沢川砂防工事事務所を設置、8 月に砂防工事を起工し

ます。鎌倉沢川の砂防工事は、昭和 9 年（1934 年）の時局匡救事業を挟みながら、堰堤工 9 基、床固

工 30 余基、張石水路工、護岸工等が建設され、下流の河川改修区間に接続し、昭和 10 年（1935 年）

に完了しました 3)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 鎌倉沢川の砂防工事については、日本の近代砂防の第一人者である赤木正雄氏が複数の論文・著書に

記載しています 4)5)6)。赤木は、「渓流及砂防工學」において、鎌倉沢川における地すべり対策について、

「新潟県南魚沼郡塩澤村信濃川支川鎌倉澤の地滑り地は、渓流堰堤とともに山腹水抜工を考慮せし結果

最も好例なり」と記しています 5)。鎌倉沢川では、地すべりの影響が大きい左岸側の子持沢付近の対策

として、本川に練石積堰堤を複数設置し、左岸側斜面に山腹水抜工種として張石水路工、鉄線蛇籠伏せ

込み等を施工しています。 
鎌倉沢川本川の堰堤群はコンクリートを使用した練石積構造となっています。昭和初期はセメント等

の入手が比較的容易になったこともあり、流出や破損することの多かった空石積堰堤に替わり、より強

固な練石積堰堤の建設が推奨された時期にあたります。一方で、七号堰堤工、子持沢の張石水路工およ

び 3 基の谷止工は、空石積構造となっています。七号堰堤工では 90cm 近い控長をもった石材の使用が

確認されていますが（七号堰堤工は、平成 23 年の豪雨災害で流出）、赤木は著書の中で 5)、練石積堰堤

の建設を推奨しながらも、空石積堰堤について、「堤冠及び前法には控の 80cm 以上の大なる石を用ひ

て壘積するは勿論、内部及び裏法面も相等大なる石を用ひて悉く積立つべきものとす」等、一定の条件

下での使用は認めており、それは被災し残存していた七号堰堤工の石材の形状に反映されていることが

確認できました。また、空石積構造である地すべり地を流れる子持沢の 3 基の谷止工については、基礎

部に丸太を梯子状に並べ、その上に石を積む「梯子胴木」と呼ばれる軟弱地盤対策が確認されているな

ど、地形や地盤の環境に応じて様々な工夫が施されていたことがわかりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-7 建設当時の鎌倉沢川における砂防施設（昭和 11 年撮影，南魚沼市所蔵） 

図-8 鎌倉沢川の石積砂防施設の特徴 

90cm近い控長をもった

石材（七号堰堤工） 

「梯子胴木」と呼ば

れる基礎処理 

（子持沢谷止工） 
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鎌倉沢川の下流域では、上流域の地すべり対策、渓流工事の実施後、既に施工済みの下流の河川改修

区間との接続に着手しています。赤木は、下流の施工について、「昭和七年度よりは専ら下流部の施工

に移り既設床固工の中間に一箇所の堰堤を設け昭和十年度に至る間に十六箇所の床固工並に護岸築堤

を施して下流部河川改修と連結せり尚昭和九年度には既設床固工間に十六箇所の中間床止工及護岸の

補強を施せり」と記しており 6)、当時、山腹工事が主流だった砂防に対し、水源から下流部を含め本川

合流点まで一貫した砂防工事を実施する新しい砂防技術の概念である「渓流砂防工事」を導入していま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.おわりに～歴史的砂防施設を活かした地域活性化にむけて～ 

万内川・日影沢は、大正 10 年（1921 年）からはじまった新潟県による砂防事業により、多数の石積

堰堤と空石積の床固工が設置されました。その後も着々と砂防施設の整備が進み、下流域を土砂災害か

ら守ってきました。特に、大正から昭和にかけて建造された砂防施設については、その歴史的・文化的

な価値が認められ、平成 15 年（2003 年）登録有形文化財に登録されています。元々、地元の西野谷地

区を中心とした住民の方々は、過去の災害の歴史や歴史的砂防施設について、独自に記念誌を作成し、

施設を守り伝える活動をされてきました。登録有形文化財の登録を契機に「万内川砂防公園ファン倶楽

部」が設立され、毎年 8 月に万内川砂防公園をメイン会場に「万内川砂防公園サマーフェスティバル」

が住民・行政・ボランティアの協働により開催され、家族連れ等で賑わっています。 
鎌倉沢川は、平成 23 年 7 月 28 日から 30 日にかけて発生した記録的

な豪雨により、昭和初期に建設された石積砂防えん堤 8 基、床止 3 基、

床固工 4 基を含む石張斜路工が被災し、特に三号堰堤工及び七号堰堤工

は本堤部が流出するなど大きな被害を受けました。新潟県では、豪雨に

よる被災を受けて、施設の損傷状況を調査し、被災パターンの分類を行

うとともに、有識者や地元関係者による意見交換会の結果をふまえ、再

度災害の防止のため、構造・機能の強化、向上を図る一方、復旧後の登

録有形文化財の登録を考慮し、施工当時の外観・工法の維持に努めると

いう基本方針に基づき、復旧工事を実施しました。歴史的砂防施設とし

て登録有形文化財に準ずる施設である鎌倉沢川の砂防施設において、石

積による外観の維持を重視した工事を実施したのです。復旧工事を終え

た鎌倉沢川歴史的砂防施設は、平成 27 年 8 月 4 日に一号堰堤工など 8
施設が登録有形文化財に登録されました。鎌倉沢川では活用計画を策定

し、活用段階に応じたハード及びソフト対策の対応状況を整理し、歴史

的砂防施設の利活用を進めています。現在、施設管理者である新潟県南

魚沼地域振興局が中心となり、案内看板の整備などのハード対策の他、

各種イベント時におけるパネル展示や、地域の小中学生を対象とした現

地学習会等を開催しています 7)。 
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図-10 万内川砂防公園サマー

フェスティバルの様子 

図-9 鎌倉沢川の石積砂防堰堤群 

図-11 かまくら桜ヶ丘公園に

残る砂防施設 
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